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1.  平成24年8月期第1四半期の連結業績（平成23年9月1日～平成23年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年8月期第1四半期 16,833 △16.5 2,496 74.3 2,216 221.3 635 405.7
23年8月期第1四半期 20,156 △51.4 1,432 150.8 689 ― 125 ―

（注）包括利益 24年8月期第1四半期 631百万円 （491.1％） 23年8月期第1四半期 106百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年8月期第1四半期 2.69 ―

23年8月期第1四半期 0.21 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年8月期第1四半期 77,620 6,112 7.7
23年8月期 80,533 5,480 6.6

（参考） 自己資本   24年8月期第1四半期  5,978百万円 23年8月期  5,347百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  

当社は定款において第２四半期末及び期末日を配当基準日と定めておりますが、現時点では当該基準日における配当予想額は未定であります。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年8月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

24年8月期 ―

24年8月期（予想） ― ― ― ―

3.  平成24年8月期の連結業績予想（平成23年9月1日～平成24年8月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 34,000 △13.2 3,500 7.3 2,500 8.4 1,000 170.2 4.05
通期 69,000 △7.4 7,000 △7.9 5,500 △10.6 2,000 △11.6 8.10



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んで
おります。実際の業績等は、状況の変化等により、予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注
意事項等については、【添付資料】Ｐ．３「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
 
（四半期決算補足資料の入手方法について） 
平成24年８月期 第１四半期 決算概況資料は、本日（平成24年１月11日）、当社ホームページで開示しております。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年8月期1Q 207,148,891 株 23年8月期 207,148,891 株

② 期末自己株式数 24年8月期1Q 1,069,367 株 23年8月期 1,069,329 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年8月期1Q 206,079,547 株 23年8月期1Q 206,875,006 株
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（1）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間（自 平成23年９月１日 至 平成23年11月30日）におけるわが国の経済は、東日本大

震災の影響により依然として厳しい状況にあるなか、「家計調査」の個別の指標において実質消費支出の増加が見

られるなど、景気は緩やかに持ち直しておりますが、外食における実質消費支出は前年を下回る月が見られ、雇

用・所得環境や電力供給の制約など、当社事業活動の主要なマーケットである業務店市場に影響を及ぼす動向には

引き続き留意が必要な状況にあります。 

 このような状況の中、当社グループでは、引き続き、経営基盤の一層の充実を図り、企業価値の更なる増大を

実現するべく全社的な構造改革に断続的に取り組んでまいりました。 

 その結果、当第１四半期連結累計期間の業績は売上高 百万円（前年同四半期比 ％減）、営業利益

百万円（前年同四半期比 ％増）、経常利益 百万円（前年同四半期比 ％増）、また、四半期純

利益につきましては、 百万円（前年同四半期比 ％増）となりました。 

 当社グループの各セグメント別の売上高（セグメント間の内部売上高又は振替高を含む。）及び営業利益は以

下のとおりであります。 

＜音楽配信事業＞ 

 音楽配信事業は、創業以来、当社グループ事業の主軸であり、今後においても、その安定的な収益基盤の維持及

び強化を図っていく必要があると認識しております。このため、業務店向け・個人向け市場においてのシェア拡大

に向けた取り組みとして以下の施策を実施してまいりました。 

 ①法人顧客（チェーン店市場）における新たな収益源の構築と顧客数増を目的とした付加価値商材・新サービス

などの提案 

 ②生涯収益が高いと見込まれる新規オープン店に対する営業活動への注力 

 ③既顧客に対するフォロー営業やＣＳ向上施策による顧客数減少の抑止と長期利用の促進 

 その結果、音楽配信事業における当第１四半期連結累計期間における売上高は 百万円（前年同四半期比

％減）、営業利益は 百万円（前年同四半期比 ％減）となりました。 

＜業務用システム事業＞ 

 業務用システム事業においては、ホテル・病院等の管理システムの開発、自動精算機の製造販売等を㈱アルメッ

クスが行っております。当該事業においては、関連法令の改正や、最近の環境変化を捉え、的確な営業戦略に基づ

き売上増を図り、利益の最大化に努めてまいります。 

 その結果、業務用システム事業における当第１四半期連結累計期間における売上高は 百万円（前年同四半

期比 ％減）、営業利益は 百万円（前年同四半期比 ％増）となりました。  

＜ＩＣＴ事業＞ 

 ＩＣＴ事業においては、法人向け光回線事業やアプリケーションサービス事業等を行っております。当該事業に

おいては、各企業様におけるクラウド系サービスやデータセンターサービスに対する需要が高まっていることを踏

まえ、以下の施策を実施してまいりました。 

 ①光回線顧客拡大のための新サービスの開発・投入 

 ②顧客ニーズに応えるサービスラインアップの拡充 

 ③豊富なサービスラインアップによるオフィス環境改善に向けた提案営業 

 その結果、ＩＣＴ事業における当第１四半期連結累計期間における売上高は 百万円（前年同四半期比

％減）、営業利益は 百万円（前年同四半期は 百万円の営業損失）となりました。 

＜その他事業＞ 

 その他事業として、既存業務店顧客の集客を支援する集客支援事業や音楽著作権の管理、開発事業等を行ってお

ります。 

 集客支援事業においては、飲食店向け集客支援サービス「グルメＧｙａＯ」に加え、クーポン共同購入サービス

である「ピタチケット」を展開しております。当該事業においては、音楽配信事業顧客に対する付加価値サービス

としての事業強化を行うとともに、事業利益の最大化を目的とした業務効率化を推進してまいりました。 

 音楽著作権の管理、開発事業は㈱ユーズミュージックが行っております。当該事業においては、音楽配信事業の

より一層の発展に向けた楽曲プロモーション媒体の的確な提案・提供などにより、レコードメーカー顧客との関係

の強化に取り組んでまいりました。 

 その結果、その他事業における当第１四半期連結累計期間における売上高は 百万円（前年同四半期比 ％

減）、営業損失は 百万円（前年同四半期は 百万円の営業損失）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

16,833 16.5

2,496 74.3 2,216 221.3

635 405.7
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5.8 2,456 4.4
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2,174 35.3
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（2）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況  

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ 百万円減少し、 百万円（前連結

会計年度末比 ％減）となりました。 

（資産） 

 流動資産は、主として現金及び預金が 百万円減少したこと、受取手形及び売掛金が 百万円増加したこと等

により、前連結会計年度末に比べ 百万円減少し、 百万円（前連結会計年度末比 ％減）となりました。 

 また、固定資産は、建物及び構築物が 百万円減少したこと、土地が 百万円減少したこと、のれんが

百万円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ 百万円減少し、 百万円（前連結会計年度末比

％減）となりました。 

（負債） 

 負債に関しましては、長期借入金が 百万円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ 百万円減

少し、 百万円（前連結会計年度末比 ％減）となりました。 

（純資産） 

 純資産に関しましては、四半期純利益を 百万円計上したこと等により、前連結会計年度末に比べ 百万円増

加し、 百万円（前連結会計年度末比 ％増）となりました。 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

百万円減少の 百万円となりました。当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそ

れらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間の営業活動による資金の収入は 百万円（前年同四半期比 ％減）となりまし

た。その主な要因は、税金等調整前四半期純利益を 百万円、減価償却費及びのれん償却額を 百万円、減損

損失を 百万円計上したこと等により資金が増加した一方、前受金の減少が 百万円、売上債権の増加が

百万円であったこと等により、営業活動による資金の収支が一部減殺されております。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間の投資活動による資金の支出は 百万円（前年同四半期比 ％減）となりまし

た。その主な要因は、有形固定資産の取得により資金が 百万円減少したこと、有形固定資産の除却により資金

が 百万円減少したこと等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間の財務活動による資金の支出は 百万円（前年同四半期比 ％増）となりまし

た。その主な要因は、長期借入金の返済により資金が 百万円減少したこと等によるものであります。 

（3）連結業績予想に関する定性的情報 

 連結業績予想につきましては、平成23年10月14日の決算短信で公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通

期の連結業績予想に変更はありません。  
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２．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年８月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,463 5,622

受取手形及び売掛金 4,904 5,086

商品及び製品 528 489

仕掛品 206 320

原材料及び貯蔵品 1,243 1,250

その他 4,231 4,315

貸倒引当金 △492 △485

流動資産合計 17,086 16,600

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 21,741 20,593

土地 26,387 25,649

その他（純額） 3,143 3,215

有形固定資産合計 51,272 49,458

無形固定資産   

のれん 6,426 6,036

その他 2,951 2,779

無形固定資産合計 9,377 8,816

投資その他の資産   

その他 8,237 8,196

貸倒引当金 △5,440 △5,451

投資その他の資産合計 2,797 2,744

固定資産合計 63,446 61,019

資産合計 80,533 77,620

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,114 5,156

1年内返済予定の長期借入金 4,040 4,039

その他 12,757 11,371

流動負債合計 21,911 20,567

固定負債   

長期借入金 49,070 47,066

退職給付引当金 3,359 3,201

その他 710 672

固定負債合計 53,141 50,940

負債合計 75,052 71,508



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年８月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年11月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 66,116 66,116

資本剰余金 62,381 62,381

利益剰余金 △122,534 △121,898

自己株式 △531 △531

株主資本合計 5,431 6,067

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △84 △88

その他の包括利益累計額合計 △84 △88

新株予約権 133 133

純資産合計 5,480 6,112

負債純資産合計 80,533 77,620



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年９月１日 
 至 平成22年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年９月１日 
 至 平成23年11月30日) 

売上高 20,156 16,833

売上原価 9,615 7,224

売上総利益 10,541 9,608

販売費及び一般管理費 9,109 7,112

営業利益 1,432 2,496

営業外収益   

持分法による投資利益 20 17

その他 85 62

営業外収益合計 106 79

営業外費用   

支払利息 699 290

その他 149 68

営業外費用合計 849 359

経常利益 689 2,216

特別利益   

固定資産売却益 103 －

償却債権取立益 83 －

その他 48 －

特別利益合計 236 －

特別損失   

固定資産除却損 483 474

減損損失 73 1,080

その他 267 －

特別損失合計 824 1,554

税金等調整前四半期純利益 101 661

法人税、住民税及び事業税 28 66

法人税等調整額 △32 △41

法人税等合計 △4 25

少数株主損益調整前四半期純利益 105 635

少数株主損失（△） △19 －

四半期純利益 125 635



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年９月１日 
 至 平成22年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年９月１日 
 至 平成23年11月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 105 635

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 0 △4

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △0

その他の包括利益合計 0 △4

四半期包括利益 106 631

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 126 631

少数株主に係る四半期包括利益 △19 －



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年９月１日 
 至 平成22年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年９月１日 
 至 平成23年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 101 661

減価償却費 1,599 1,482

減損損失 73 1,080

のれん償却額 332 389

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4 4

賞与引当金の増減額（△は減少） 565 △532

退職給付引当金の増減額（△は減少） △186 △158

支払利息 699 290

持分法による投資損益（△は益） △20 △17

固定資産売却損益（△は益） △103 －

固定資産除却損 483 474

売上債権の増減額（△は増加） 806 △182

仕入債務の増減額（△は減少） △2 △157

前受金の増減額（△は減少） △508 △560

未払費用の増減額（△は減少） 410 274

たな卸資産の増減額（△は増加） △63 △80

その他 △417 △159

小計 3,774 2,809

利息及び配当金の受取額 2 1

利息の支払額 △698 △287

法人税等の支払額 △150 △153

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,927 2,370

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △956 △926

有形固定資産の売却による収入 140 －

有形固定資産の除却による支出 △262 △179

その他 △123 4

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,203 △1,101

財務活動によるキャッシュ・フロー   

制限付預金の引出による純増減額（△は減少） 3,306 △1

長期借入金の返済による支出 △3,610 △2,005

その他 △420 △105

財務活動によるキャッシュ・フロー △723 △2,111

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,000 △842

現金及び現金同等物の期首残高 7,024 6,455

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

125 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,150 5,613



 該当事項はありません。 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成22年９月１日 至 平成22年11月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注）１．「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、既存業務店顧客の集

客を支援する集客支援事業や音楽著作権の管理、開発事業、テレビ向け有料映像配信サービス

事業等を含んでおります。 

   ２．セグメント利益の調整額 百万円は、セグメント間取引消去等であります。 

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  

報告セグメント

その他
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 音楽配信事業 

業務用 
システム事業

ＩＣＴ事業 計

売上高                 

外部顧客への 

売上高 
 11,063  3,448 3,359 17,872 2,284  20,156  ― 20,156

セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

 26  63 0 89 7  97  △97 ―

計  11,090  3,511 3,360 17,962 2,292  20,254  △97 20,156

セグメント利益

又は損失（△） 
 2,568  178 △338 2,408 △730  1,677  △245 1,432

△245



Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成23年９月１日 至 平成23年11月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注）１．「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、既存業務店顧客の集

客を支援する集客支援事業や音楽著作権の管理、開発事業等を含んでおります。 

   ２．セグメント利益の調整額 百万円は、セグメント間取引消去等であります。 

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   ４．「ＩＣＴ事業」については、前第１四半期連結会計期間まで「ネットワーク事業」として開示

しておりましたが、平成22年12月22日付で、個人向け回線販売事業の承継及び譲渡を実施した

ことに伴い、法人向けインターネット回線販売及びそれに付随するアプリケーションサービス

等の重要性が高まったことから、前第２四半期連結会計期間よりセグメントの名称変更を行っ

ております。  

      なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報についても変更後の名称で表示しており

ます。当該名称変更がセグメント情報に与える影響はありません。  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 「その他」において、売却の意思決定をした保有不動産について帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当

該減少額を減損損失として計上しております。  

 なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては 百万円であります。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

報告セグメント

その他
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 音楽配信事業 

業務用 
システム事業

ＩＣＴ事業 計

売上高                 

外部顧客への 

売上高 
 10,429  3,417 2,173 16,020 813  16,833  ― 16,833

セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

 16  11 0 29 14  43  △43 ―

計  10,446  3,429 2,174 16,049 827  16,876  △43 16,833

セグメント利益

又は損失（△） 
 2,456  189 189 2,835 △57  2,777  △281 2,496

△281

1,080

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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